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第４章 生涯を通じた学びの推進 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 生涯学習を推進するため、地域の社会教育関係団体や市民との連携に努めます。 

 ２ 市民の多様な学習ニーズの高まりに対応するため、事業の充実に努めます。 

 ３ 子どもから高齢者までの幅広い年齢層の市民に学習の機会を提供するため、各学習センターなどにおけ

る社会教育事業の充実に努め、その成果を地域づくりに生かします。 

 ４ 市民がより良い環境のもと生涯学習に取り組めるよう、学習施設の整備充実に努めます。 

 

  

 

 

 

１ 生涯学習推進体制の充実 

 

(1) 生涯学習推進体制の充実 

【主要事業】福島市生涯学習を進める市民会議 

 ○ 「福島市生涯学習を進める市民会議」を設置し、市民の意見を行政に反映させた生涯学習体制の充実を 

図ります。 

 

(2) 関係団体・地域との連携 

【主要事業】社会教育関係団体に対する活動支援 

 ○ 社会教育関係団体の健全な育成と振興を図り、団体が地域における役割を果たせるよう、活動を支援 

します。 

 

 

 

(1) 生涯学習情報の提供 

【主要事業】生涯学習ガイドブックの発行 

 ○ 生涯学習ガイドブック（指導者編・学習センター登録団体編・学習情報編）を発行し、幅広い学習情 

報を市民に提供します。   

【主要事業】各学習センターなどホームページの充実 

 ○ 各種学習機会や特色ある事業に関する詳細な情報について、各学習センター等のホームページの充実 

を図ることで、市民へ迅速な情報を提供します。   

２ 生涯学習推進事業の充実 

２ 施策の体系 

１ 施策の基本方針 

 

【分野別計画】 福島市生涯学習振興計画 

【目指す姿】  

子どもから高齢者まで、学習したいときに、より良い環境のもと集い・学び・交流し活力あるコミュ

ニティづくりに参画しています。 

１ 生涯学習 
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(2) 生涯学習相談事業の充実 

【主要事業】生涯学習指導員による相談事業 

 ○ 学習センター等の生涯学習指導員の充実を図るとともに、学習相談による市民の学習活動を支援しま 

す。 

 

(3) 社会の変化に対応した事業展開 

【主要事業】環境や防災および人権などに関する学習 

 ○ 各種学級・講座などの学習内容に「環境保全」や「地域防災｣及び「人権教育」等の項目を取り入れ、今

日的課題に関する学習の充実を図ります。 

 

(4) 市民の社会参加に関する学習支援の充実   

【主要事業】市民文化祭 

 ○ 各学習センター利用団体等が実施する文化祭等の充実を図るなど、市民への生涯学習の普及・啓発と学

習意欲の向上を図ります。 

 

(5) シニア世代の人材活用の推進 

【主要事業】放課後子ども教室推進事業、学校支援地域本部事業 

 ○ 生涯学習関連事業において、シニア世代の人材を積極的に活用します。 

 

(6) 地域の教育力向上に関する支援事業の展開 

【主要事業】放課後子ども教室推進事業 

 ○ 地域からの人材活用等により、放課後の子どもた 

    ちに安全・安心な活動の場を提供し、子どもたちが 

  健やかにはぐくまれるよう様々な体験活動や交流活 

交流活動、学習活動を実施します。 

【主要事業】学校支援地域本部事業 

 ○ 地域の人材等を活用したボランティア活動を通し 

て学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子 

  どもを育てる体制づくりの推進を図ります。 

 

 

(7)市民の知的活動を支援する事業の充実 

【主要事業】子ども大学ふくしま 

 ○ 夢と志を持てる次代を担う子どもたちの人材育成のため、普段の授業では学ぶことのできない最先端 

の分野について学習します。 

 

 

 

「学校支援地域本部事業」とは 

学校の授業や環境美化などの様々な活動を、地域住民がボランティア活動を通じて支援する取組です。

そのため学習センターが中心となり、地域の人材を活用するなど新たな体制づくりを推進します。 

放課後子ども教室推進事業 
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(8）図書館サービスの充実 

【主要事業】資料の収集保存と情報の提供 

○ 市民の多様な要求に応えられる幅広い資料を整え、 

必要とする情報を誰もが利用し易い読書環境で提供 

するとともにレファレンス・サービス（調査・相談 

業務）を強化します。 

【主要事業】読書活動推進事業              

○ ブックスタートやおはなし会など幼少期からの本 

に親しむきっかけをつくる事業を通し、子どもの読 

書活動を推進します。また、読書に係る講座の開催 

や高齢者・障がい者のためのサービスの充実に努め、 

読書活動推進事業の充実を図ります。 

 

＜指 標＞ 

指 標 名 現状値（Ｈ26） 目標値（Ｈ32） 説 明 

 

図書貸出冊数 ８５４，０３６冊 １，０００，０００冊 

図書館の利用状況をはかる指標です。 

図書館サービスの充実により、年間総貸出冊数

１，０００，０００冊を目指します。 

 

 

３ 社会教育事業の推進 

 

(1) ライフステージなどに応じた社会教育事業の充実 

 ○ 各学習センター・こむこむ館・図書館等の施設に 

おいて、子どもから高齢者まで各ライフステージ等 

に応じた、また社会や時代の変化に対応した様々な 

社会教育事業を実施します。 

 ① ライフステージ等に応じた各種学級・講座 

【主要事業】少年教室（少年教育） 

ヤングカレッジ（青年教育） 

家庭教育学級（家庭教育） 

女性学級（女性教育） 

市民学校（成人教育） 

高齢者学級（高齢者教育） 

 ② 子どもたちの創造力や科学する心をはぐくむ事業 

【主要事業】こむこむ館学習事業 

 ○ 子どもたちが持つ探究心や創造力を引き出し、自ら課題を発見する力や考える力を養うことを目的にワ

ークショップ体験や常設展示室学習等の「こむこむ館」だからこそできる体験学習事業を実施します。ま

た、子どもたちの発達段階に応じた放射線教育関連のワークショップを用意し、実感を伴いながら正しい

知識を身につけられるように配慮して実施します。小学校４年生は必修とし、それ以外の小学生、中学生、

幼稚園等は希望により実施します。 

 
ヤングカレッジハンドベル交流会 

ブックスタート事業 
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【主要事業】プラネタリウム投影事業 

 ○ 全天で約１３万個の星々を映し出すほか、全天周のデジタル映像システムを使用した迫力ある映像で、

子どもたちの宇宙や自然、科学技術に対する興味、関心を高めます。一般投影に加え、小・中学校理科の

学習指導要領にあわせた学習投影番組も準備し、天文学習の導入、展開、まとめとしての活用も図ります。

また、人気の高い大人向けの夜間プラネタリウムや目の不自由な方向けのプラネタリウムなどの特別投影

も充実させてまいります。 

【主要事業】企画展事業 

 ○ 様々な情報が簡単に手に入る情報化社会において、 

幅広い年代層を対象に見て触れて、実際の体験を通し 

て生きた情報や感動、学びを提供するため企画展を充 

実します。具体的には、夏休み・冬休み・春休みの長 

期休業期間中にテレビやインターネットなどのメディ 

ア越しではなく、「一流のもの」、「本物」に実際に接し、 

作品のすばらしさや作品に込められたメッセージなど 

に触れてもらうための企画展を開催します。 

【主要事業】ワークショップ・イベント事業 

 ○ こむこむ館の施設特性を活かして、楽しく学びなが 

ら、伝統文化やこれまで出合ったことのないものに触 

れることで新たな発見や驚きが体験できるような多様 

なワークショップを開催します。また、街中の賑わい 

創出をめざし、春と秋のこむこむまつりや長期休業期 

間中を中心に、子どもや幅広い年代層を対象とした集 

客力のあるイベントを開催します。 

【主要事業】各種連携事業 

 ○ 「市民との協働」による効果的な事業運営を行うた 

め、こむこむ館の施設ボランティアであるドリームサ 

ポーターや、大学・文化団体・各企業等と連携し、広い視野から新鮮で魅力ある事業を展開します。 

   また、図書館や児童福祉部門と連携し、「こむこむ館」だからできる効果的で魅力ある体験と感動の場を

提供し、子育て活動の支援に努めます。 

 

＜指 標＞ 

指 標 名 現状値（Ｈ26） 目標値(Ｈ32） 説 明 

 

こむこむ館入館者数 ２５２，７３４人 ２８０，０００人 

こむこむ館の利用状況をはかる指標です。 

イベントやワークショップの充実により年間

入館者２８０，０００人を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 
企画展事業 

 
ワークショップ事業 
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(1) 社会教育・生涯学習施設の整備充実 

【主要事業】学習センターなど整備事業  

 ○ 学習センター等の整備にあたっては、時代の変化に伴う多様な学習ニーズ等に対応した施設整備を、 

利用状況や建物の老朽化等を勘案しながら計画的に推進します。 

 

＜指 標＞ 

指 標 名 現状値（Ｈ26） 目標値(Ｈ32） 説 明 

 

学習センター施設 

利用者数 
１，２４５，４０４人 １，４９０，０００人 

学習センターの利用者数により、市民の生涯学

習活動への参加の状況をはかる指標です。 

各種学級・講座等の充実や施設の整備により、

年間利用者数１，４９０，０００人を目指します。 

 
 

４ 社会教育・生涯学習施設の整備充実 


